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[表紙写真]アズミノへラオモダカ

新生水草研究会会報の第1 号を飾るにふさわしい写真をと、机の上に7 、 8 枚の写真を 

並べてみた。しかし、しばらくの思案の末に選んだのは、写真としてはいちばん見映えの 

しないものとなった。ァズミノへラオモダカ。1984年 8 月、信州戸隠高原で行われた全国 

集会の帰路、浜島繁隆氏とともに立ち寄った南安曇郡穂高町の水田で発見した、ヘラオモ 

ダカの新しい仲間である。植物研究雑誌63卷 （ 1988年）に新変種として報告した。

昨年の夏、 6 年ぶりにその場所を訪れた。以前とほとんど変わらぬ風景の中にある水 

田には、しかし、その姿はなかった。 （角野康郎）


